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業績予想及び期末配当予想の修正（無配）に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 22 年２月 12 日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしまし

たのでお知らせいたします。 

記 

 

１．平成 22 年 12 月期通期連結業績予想数値の修正 

（平成 22 年１月１日～平成 22 年 12 月 31 日） 

  売上高 営業利益 経常利益 
当期 
純利益 

１株当たり 
当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,800 37 7 3 88.18

今回発表予想(B) 3,620 △220 △270 △293 △8,650.72

増減額(B－A) △180 △257 △277 △296 

増減率(%) △4.7 － － － 

(ご参考)前期実績 

(平成 21 年 12 月期) 
3,218 △731 △765 △1,202 △34,417.26

 

業績予想修正の理由 

① 売上高 

近年力を入れてきた戦略分野の案件は着実に増大傾向にあり、製品構造の改革はほぼ計画通

り前進したものの、市場の立ち上がりが予想よりも緩やかなプロジェクトや、新技術を製品

化するのに予定以上の時間がかかるプロジェクトがあり、本格的な量産プロセスへの移行に

今少しの時間を要し、当期売上への貢献はまだ低く、また、市場が成熟しているプリントサ

ーバ製品群の売上が引続き減少しました。この結果、前年に比し10％強増加するものの、売

上高は36億20百万円となる見通しです。 

② 営業利益 

売上高の増加及び経費削減効果により前期より損失額が減少しました。しかしながら、売上

が計画を5％弱下回ることに加え、当期の途中からデバイスサーバ、無線LANモジュールなど

の戦略分野において、量産移行を前提とした開発案件の受注が活発となり、開発人件費と開

発経費が当初計画を上回りました。また、期初の想定為替レートよりも円高に推移したこと

により、海外子会社の営業利益が目減りしました。これらの結果、第4四半期に8四半期ぶり



  

の四半期決算での営業黒字に転じる見通しではあるものの、通期では２億20百万円の営業損

失となる見通しです。 

③ 経常利益  

営業損失が増加したことにより、経常損失は２億70百万円となる見通しです。 

④ 当期純利益  

経常損失が増加したことにより、当期純損失は２億93百万円となる見通しです。 

 

２．配当予想の修正 

  年間配当金 

  第 1四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期末 合計 

前回予想 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

(平成 22 年２月 12 日発表) － － － 1,000.00 1,000.00

今回修正予想 － － － 0.00 0.00

当期実績 － － －                        

前期(平成 21 年 12 月期)実績 － － － 1,000.00 1,000.00

 

配当予想修正の理由 

当初1株当りの期末配当金を1,000円と発表しておりましたが、上記業績予想修正に伴い、今

回無配（0円）と修正させていただきます。 

 

以 上 


